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５ 参加者数
１ 有料入場者数 3,108人

No 職 種 別 件 数 ％ No 都道府県別 人 数 ％

1 医師（行政） 218 15.1 1 東京都 207 14.3
2 医師（教育・研究） 162 11.2 2 大阪府 116 8.0
3 医師（臨床） 40 2.8 3 富山県 76 5.2
4 歯科医師 45 3.1 4 愛知県 75 5.2
5 薬剤師 39 2.7 5 兵庫県 64 4.4
6 獣医師 8 0.6 6 神奈川県 63 4.4
7 保健師 418 28.9 7 埼玉県 51 3.5
8 助産師 9 0.8 8 福岡県 42 2.9
9 看護師・準看護師 63 4.4 9 京都府 37 2.6

10 管理栄養士・栄養士 59 4.1 10 熊本県 37 2.6
11 臨床検査技師・衛生検査技師 27 1.9 11 北海道 36 2.5
12 歯科衛生士・技工士 13 0.9 12 千葉県 34 2.3
13 健康教育系 69 4.8 13 茨城県 30 2.1
14 生物・物理・化学・工学系 42 2.9 14 石川県 29 2.0
15 事務系 21 1.5 15 栃木県 28 1.9
16 その他 198 13.7 16 その他 482 33.3
17 無回答 17 1.2 17 無回答 41 2.8

小 計 1,448 100.0 小 計 1,448 100.0
不 明 1,660 不 明 1,660
合 計 3,108 合 計 3,108
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第65回日本公衆衛生学会総会（富山県・富山市）のまとめ

１ 学会長・副学会長・顧問

名誉学会長 石井 隆一 富山県知事

学 会 長 鏡森 定信 富山大学大学院教授

副 学 会 長 鎌仲 博 富山県厚生部長

副 学 会 長 岩元 達弘 富山県生活環境文化

部長

副 学 会 長 福田 孜 社富山県医師会長

顧 問 森 雅志 富山市長

顧 問 西頭 徳三 富山大学長

顧 問 東野 宗朗 富山県教育委員会教

育長

２ 開 催 日

平成18年10月25日（水）から27日（金）

３ 開 催 地

富山県富山市

４ 会 場

富山県民会館

〒390–0006 富山市新総曲輪4–18

Tel：(076)432–3111

富山国際会議場

〒930–0084 富山市大手町1–2

Tel：(076)424–5931

富山商工会議所

〒930–0006 富山市新総曲輪2–21

Tel：(076)445–2051

（自由集会のみ開催）

富山総合福祉会館サンシップとやま

〒930–0094 富山市安住町5–21

Tel：(076)432–6141

（自由集会のみ開催）
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６ 総会・特別行事等

【第１日 平成18年10月25日（水）】

開会式 9：00～9：25

〔富山県民会館 大ホール〕

学会長講演 9：25～10：25

〔富山県民会館 大ホール〕

「地域の安全・安心を護る公衆衛生活動」

演者 鏡森 定信（富山大学大学院医学薬学研

究部保健医学講座教授）

座長 小西 正光（愛媛大学医学部環境社会医

学講座公衆衛生学教授）

招待講演 10：30～11：30

〔富山県民会館 大ホール〕

同時通訳付

「健康な社会―生活と仕事―（Healthy Society ―

Living and working conditions)｣

演者 マイケル・マーモット卿

（ロンドン大学ユニバーシテ

ィ・カレッジ疫学公衆衛生

学講座教授）

座長 多田羅 浩三（放送大学教授）

平成18年度総会 13：10～13：50

〔富山県民会館 大ホール〕

メインシンポジウム 14：00～16：30

〔富山県民会館 大ホール〕

「安全・安心な社会と公衆衛生」

座長 西 三郎（第一福祉大学人間社会福祉学

部教授）

座長 飯田 恭子（NPO 法人つむぎ理事長）

1) ソーシャル・キャピタルの視点からの市民

活動の分析

東 一洋（株式会社日本総合研究所研究

事業本部創造都市戦略クラス

ター長）

2) いきいきした地域をつくる

中島紀恵子（新潟県立看護大学学長・大

学院看護学研究科長）

3) 格差拡大と社会問題

橘木 俊詔（京都大学大学院経済学研究

科教授）

4) 安全・安心への公衆衛生からのアプローチ

に向けた課題認識

堀口 逸子（順天堂大学医学部公衆衛生

学教室助手）

富山の自然（音と映像) 16：30～17：00

〔富山県民会館 401〕

越中おわら 16：40～17：10

〔富山県民会館 大ホール〕

【第２日 平成18年10月26日（木）】

教育講演１ 9：00～10：00

〔富山県民会館 304〕

「格差拡大と社会問題」

演者 橘木 俊詔（京都大学大学院経済学研究

科教授）

座長 　島 茂（国立保健医療科学院公衆衛

生政策部行政政策室長）

サテライトシンポジウム１ 9：30～11：30

〔富山県民会館 大ホール〕

「安全で安心して暮らせるまちづくり」

座長 西 正美（金沢医科大学客員教授）

座長 黒崎はつゆ（富山県新川厚生センター地

域保健班長）

1) 安全で安心して暮らせるまちづくりを目ざ

して

根塚 俊彦（富山市都市整備部長）

2) 自由に出かけられる街・富山

武山 良三（富山大学芸術文化学部教授）

3) ｢元気わくわく教室」の取組み―生涯現役

を目ざして―

小椋 直美（富山県入善町保健センター

理学療法士）

4) ｢安全で安心して暮らせるまちづくり」

―ひとりを支えるしくみづくり―

中川 冬子（能美市民生部介護長寿課長

補佐）

サテライトシンポジウム２ 9：30～11：30

〔富山国際会議場 メインホール〕

「住宅と健康・福祉」

座長 日下 幸則（福井大学医学部国際社会医

学講座環境保健学教授）

座長 金川 克子（石川県立看護大学長）

1) 住宅環境と健康―シックハウス症候群に関

する全国規模の疫学調査から

岸 玲子（北海道大学医学研究科予防
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医学講座公衆衛生学分野教

授）

2) 自立支援としての住環境整備

鈴木 晃（国立保健医療科学院建築衛

生部健康住宅室長）

3) 看護・介護からみた住環境整備の課題

川村佐和子（青森県立保健大学健康科学

研究科看護学科教授）

4) 居住は健康・福祉の基礎

早川 和男（長崎総合科学大学建築学科

教授）

教育講演２ 10：30～11：30

〔富山県民会館 304〕

「感染症研究の新しい枠組み「新興・再興感染症

研究拠点形成プログラム」」

演者 永井 美之（理化学研究所・感染症研究

ネットワーク支援センター

長）

座長 倉田 毅（富山県衛生研究所長）

サテライトシンポジウム３ 13：10～15：10

〔富山県民会館 大ホール〕

「災害・事故と公衆衛生活動」

座長 大井田 隆（日本大学医学部社会医学講

座公衆衛生学部門教授）

座長 滝澤 久夫（富山大学大学院医学薬学研

究部法医学教授）

1) 災害医療と mass gathering 医学（群集医学）

奥寺 敬（富山大学大学院医学薬学教

育部危機管理医学（救急・

災害医学）教授）

2) 死体検案の立場から見た大規模災害の教訓

西村 明儒（横浜市立大学医学部準教授）

3) 犯罪被害者等基本法と公衆衛生活動

大久保恵美子（社被害者支援都民センタ

ー理事兼事務局長・全国

被害者支援ネットワーク

副会長・内閣府「犯罪被

害者等施策推進会議」委

員）

4) 新潟県中越大震災における公衆衛生活動

鈴木 幸雄（新潟県福祉保健部長）

5) ｢災害と保健師活動」～福井豪雨災害にお

ける保健所活動から～

長谷川まゆみ（福井県福井健康福祉セン

ター保健指導課長）

奨励賞受賞者講演 13：10～15：10

〔富山県民会館 401〕

「8020疫学的調査研究と歯の喪失予防介入研究」

演者 森田 一三（愛知学院大学歯学部口腔衛

生学講座講師）

座長 宮武 光吉（歯科医療研修振興財団専務

理事・歯科医師臨床研修マ

ッチング協議会運営委員会

副委員長）

「地域高齢者におけるタイプ別閉じこもりの疫学

的研究」

演者 新開 省二（東京都老人総合研究所 社

会参加とヘルスプロモーシ

ョン研究チーム研究部長）

座長 甲斐 一郎（東京大学大学院医学系研究

科健康科学・看護学専攻健

康学習・教育学/健康社会

学教授）

「地域・職域連携の基盤づくり―地域保健師・産

業看護職のネットワーク化に向けての取り組み―」

演者 中林美奈子（富山大学大学院医学薬学研

究部地域・老人看護学講座

講師）

座長 中川 秀昭（金沢医科大学公衆衛生学教

室（現健康増進予防医学部

門）教授）

「地域保健分野の人材育成に資するケースメソッ

ド手法・教材開発等への取り組み」

演者 岸本 益実（広島県福山地域保健所長）

座長 角野 文彦（滋賀県東近江地域振興局地

域健康福祉部長 兼 滋賀

県東近江保健所長）

サテライトシンポジウム４ 13：10～15：10

〔富山国際会議場 メインホール〕

「社会経済的環境による健康の格差」

座長 簑輪 眞澄（聖徳大学人文学部人間栄養

学科教授）

座長 川上 憲人（東京大学大学院医学系研究

科健康科学・看護学精神保
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健学分野教授）

1) 社会格差と健康格差；なぜ今注目されるの

か

橋本 英樹（東京大学大学院医学系研究

科 医療経営政策学寄附講

座客員教授）

2) 日本における「健康格差」研究の現状

福田 吉治（東京医科歯科大学大学院医

歯学総合研究科健康推進医

学分野助教授）

3) 性差と健康格差：社会経済的環境の意味を

考える

土井由利子（国立保健医療科学院疫学部

社会疫学室長）

4) 職業・産業による平均寿命の格差と公衆衛

生政策

　島 茂（国立保健医療科学院公衆衛

生政策部行政政策室長）

5) 介護予防における健康格差―公衆衛生の戦

略を考える

近藤 克則（日本福祉大学社会福祉学部

保健福祉学科教授）

教育講演３ 13：30～14：30

〔富山県民会館 304〕

「たばこ対策の国際的潮流と今後の展望」

演者 望月友美子（世界保健機関たばこ規制部

長）

座長 篠崎 英夫（国立保健医療科学院長）

教育講演４ 15：00～16：00

〔富山県民会館 304〕

「NPO 法人が社会を変える―富山型デイサービス

の13年―」

演者 惣万佳代子（NPO 法人 このゆびとー

まれ代表）

座長 炭谷 靖子（富山大学大学院医学薬学研

究部地域・老人看護学講座

教授）

サテライトシンポジウム５ 15：20～17：20

〔富山県民会館 大ホール〕

「安全・安心の保健医療―医療制度改革の目指す

べき方向―」

座長 篠崎 英夫（国立保健医療科学院長）

1) 日本人の健康意識・行動変容をいかに促す

か？

川渕 孝一（東京医科歯科大学大学院

（医療経済学分野）教授）

2) 保健指導が変わる！確実な効果をめざして

津下 一代（あいち健康の森健康科学総

合センター副センター長・

健康開発部長）

3) 安全・安心の保健医療―医療制度改革の目

指すべき方向―

松田 晋哉（産業医科大学公衆衛生学教

授）

4) 安全・安心の保健医療―医療制度改革の目

指すべき方向―

矢島 鉄也（厚生労働省健康局総務課生活

習慣病対策室長）

サテライトシンポジウム６ 15：20～17：20

〔富山国際会議場 メインホール〕

「小児期の生活習慣と心身の成長」

座長 寺西 秀豊（富山大学大学院医学薬学研

究部公衆衛生学講座助教授）

座長 土井由利子（国立保健医療科学院疫学部

社会疫学室長）

1) 小児期の生活習慣と肥満・メンタルヘル

ス：富山スタディの結果より

関根 道和（富山大学大学院医学薬学研

究部保健医学講座助教授）

2) 連合王国におけるコホート研究：歴史と成

果

ケーブル典子（ロンドン大学ユニバーシ

ティ・カレッジ疫学公衆

衛生学講座リサーチフェ

ロー）

3) 小児期の生活習慣と心身の成長

本田 徹（ほんだクリニック院長）

4) 基本的な生活習慣の確立と，生活の自己管

理能力を育む

神川 康子（富山大学人間発達科学部教

授）

富山の自然（音と映像) 16：30～17：00

〔富山県民会館 304〕
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【第３日 平成18年10月27日（金）】

教育講演５ 9：00～10：00

〔富山県民会館 304〕

「ハリケーンカトリーナが教えてくれた安全持続

都市」

演者 岩崎 敬（株岩崎 敬 環境計画事務

所代表）

座長 楽得 康之　　　　　　　　 (国際医療福祉大学/米国

Tulane 大学熱帯医学公衆

衛生大学院臨床教授）

市民公開フォーラム 9：30～12：00

〔富山県民会館 大ホール〕

「子どもの安全と健康」

座長 宮田 徹（富山短期大学幼児教育学科

助教授）

座長 山上 孝司（株北陸予防医学協会健康管

理センター長）

基調講演「子供を安心して育てられる地域づくり」

演者 石井 隆一（富山県知事）

1) 虐待予防の観点から，親が安心して子ども

を育てられるための周囲からのサポートに

ついて

渡辺 久子（慶應義塾大学医学部小児科

講師，乳幼児精神保健研究

会代表）

2) 子どもの事故予防工学

西田 佳史（産業技術総合研究所デジタ

ルヒューマン研究センター

主任研究員）

3) 保育園での乳幼児の育ちについて

小島 伸也（富山県保育連絡協議会長，

わかば保育園長）

4) 子どもたちの安全のために～今，保護者と

してできること～

寺田裕美子（富山市 PTA 連絡協議会長）

サテライトシンポジウム７ 9：30～11：30

〔富山国際会議場 メインホール〕

「食の安全を足元から見直す」

座長 大浦 栄次（厚生連高岡病院健康管理部

長）

座長 成瀬 優知（富山大学大学院医学薬学研

究部地域・老人看護学講座

教授）

1) WTO・米国・多国籍企業が脅かす食の安

全

天笠 啓祐（科学ジャーナリスト）

2) 危険な輸入食品と食の安全

石黒 昌孝（農民連食品分析センター所

長）

3) 地域から，食の安全を創る

浅沼 信治（日本農村医学研究所客員研

究員）

教育講演６ 10：30～11：30

〔富山県民会館 304〕

「予防活動評価のための医療費分析」

演者 大久保一郎（筑波大学人間総合科学研究

科 ヒューマン・ケア科学

専攻保健医療政策学教授）

座長 辻 一郎（東北大学大学院医学系研究

科医科学専攻社会医学講座

公衆衛生学教授）

特別研修プログラム１ 13：10～15：10

〔富山県民会館 大ホール〕

「がん検診アセスメント・実施マネジメントの考

え方―がん対策基本法成立後の新たな展開―」

座長 祖父江友孝（国立がんセンターがん予防

・検診研究センター情報研

究部長）

1) 乳がん検診の精度管理

大内 憲明（東北大学大学院医学系研究

科・医学部外科病態学腫瘍

外科学分野乳腺内分泌学教

授）

2) がん検診実施マネジメント総論

斎藤 博（国立がんセンターがん予防

・検診研究センター検診技

術開発部長）

3) 既存の方法を用いた肺癌検診の精度管理の

方向性

中山 富雄（大阪府立成人病センター調

査部疫学課参事）

4) 行政からみたがん検診について

椎葉 茂樹（富山県理事・厚生部次長）

5) がん検診アセスメント
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濱島ちさと（国立がんセンターがん予防

・検診研究センター情報研

究部診断支援情報室長）

特別研修プログラム２ 13：10～17：30

〔富山国際会議場 メインホール〕

「迫り来る新型インフルエンザへの対応」

座長 倉田 毅（富山県衛生研究所長）

座長 加納 紅代（富山県厚生部健康課主幹）

1) インフルエンザウイルスの生態

喜田 宏（北海道大学大学院獣医学研

究科教授）

2) 新型インフルエンザに対する WHO の対

応と日本の課題

押谷 仁（東北大学大学院医学系研究

科微生物学分野教授）

3) 新型インフルエンザの検査とワクチン

田代 眞人（国立感染症研究所部長）

4) 地方厚生局における健康危機管理対応につ

いて

川内 敦文（厚生労働省東海北陸厚生局

健康福祉部医事課長）

5) 新型インフルエンザに対する富山県の取組

加納 紅代（富山県厚生部健康課主幹）

７ 公衆衛生行政研修フォーラム

フォーラム１

10月25日（水） 17：30～19：30

〔富山県民会館 大ホール〕

「健康日本21推進のために行政等の公的セクター

が果たすべき役割」

座長 河原 和夫（東京医科歯科大学大学院政

策科学分野教授）

辻 元宏（滋賀県衛生科学センター所長）

1) 地域保健の現場からみた行政側の役割と課

題について

大江 浩（富山県新川厚生センター所

長）

2) 社会保険健康事業財団における健康日本21

の取り組み

直井 久枝（財社会保険健康事業財団保

健部保健課長）

3) 保健指導の徹底を図るための保健事業の理

念の転換

山川 正信（大阪教育大学教育学部健康

科学講座教授）

4) 運動器から見た健康寿命の延伸

北 潔（北整形外科医院長）

フォーラム２

10月25日（水） 17：30～19：30

〔富山県民会館 401〕

「公衆衛生専門職について」

座長 相澤 好治（北里大学医学部衛生学・公

衆衛生学教授

座長 岸 玲子（北海道大学医学研究科予防

医学講座公衆衛生学分野教

授）

1) 行政官研修の現状

加藤 則子（国立保健医療科学院研修企

画部長）

2) コンピテンシーの検討

高野 健人（東京医科歯科大学大学院医

歯学総合研究科健康推進医

学分野教授）

3) 地域保健の立場から「公衆衛生専門職の資

格制度」について考える

澁谷いづみ（愛知県半田保健所長）

4) 公衆衛生専門職に役立つ生涯学習・研修プ

ログラム

上島 弘嗣（滋賀医科大学社会医学講座

福祉保健医学教授）

フォーラム３

10月25日（水） 17：30～19：30

〔富山国際会議場 メインホール〕

「介護予防」

座長 阿彦 忠之（山形県健康福祉部次長兼山

形県衛生研究所長）

座長 安村 誠司（福島県立医科大学医学部公

衆衛生学講座教授）

1) 介護予防と地域保健福祉活動

黒田 研二（大阪府立大学人間社会学部

長）

2) 地域住民と共に実践する介護予防活動

森山 明（富山県魚津市健康センター

理学療法士）

3) 介護予防ケアマネジメントの実際と課題―
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地域包括支援センターの役割から考える

安藤 智子（千葉県銚子市高齢者福祉課

主任保健師）

4) 介護予防の推進に関する県（本庁・保健所）

の役割―高知県の取り組みから―

今井 淳（高知県健康福祉部健康づく

り課専門企画員）

フォーラム４

10月26日（木） 17：30～19：30

〔富山県民会館 大ホール〕

「健やか親子21の新たな展開―地域において思春

期対策をどのように進めていくのか―」

座長 曽根 智史（国立保健医療科学院公衆衛

生政策部長）

1) 望ましくない生活習慣への対策

吉見 逸郎（国立保健医療科学院たばこ

政策情報室長）

林 謙治（国立保健医療科学院次長）

2) 学校現場のニーズに的確に対応するために

～エイズ教育，思春期の男子への支援を通

して～

岩室 紳也（社地域医療振興協会 ヘル

スプロモーション研究セン

ター長）

3) 保健所における思春期対策を通して見えた

もの

川島ひろ子（石川県石川中央保健福祉セ

ンター所長）

4) 健やか親子21に基づく思春期対策

千村 浩（厚生労働省雇用均等・児童

家庭局母子保健課長）

5) 地域における思春期対策～学校での性の健

康教育から，家庭へ～

種部 恭子（富山県医師会理事・女性ク

リニック We 富山院長）

フォーラム５

10月26日（木） 17：30～19：30

〔富山県民会館 401〕

「20世紀の公害病」

座長 中川 秀昭（金沢医科大学公衆衛生学教

室（現健康増進予防医学部

門）教授）

座長 城戸 照彦（金沢大学医学部保健学科地

域看護学教授）

1) 大気汚染による健康被害の歴史と今後の課

題

島 正之（兵庫医科大学公衆衛生学教

授）

2) 水俣病の歴史と病態

二塚 信（熊本大学名誉教授，九州看

護福祉大学長）

3) 公害の原点・水俣の今 現状と課題

宮北 隆志（熊本学園大学水俣学現地研

究センター長）

4) イタイイタイ病：その歴史と現状からみた

公衆衛生的教訓と課題

青島 恵子（萩野病院副院長）

5) イタイイタイ病の今後の問題

中川 秀昭（金沢医科大学公衆衛生学教

室（現健康増進予防医学部

門）教授）

西条 旨子（金沢医科大学健康増進予防

医学部門助教授）

フォーラム６

10月26日（木） 17：30～19：30

〔富山国際会議場 メインホール〕

「様々な場で働く『保健師』に必須な能力と教育

内容の明確化―公衆衛生チームの一員として―」

座長 平野かよ子（国立保健医療科学院公衆衛

生看護部長）

座長 村嶋 幸代（東京大学大学院医学系研究

科教授）

1) 行政で働く保健師の実践能力～富山県にお

ける新卒保健師の育成の取り組みから～

竹 邦子（富山県中部厚生センター保

健予防課長）

2) 産業の場で働く「保健師」に必要な能力と

教育

梅津 美香（岐阜県立看護大学成熟期看

護学講座講師）

3) “政府管掌健康保険被保険者の方々の健康

づくり現場”からの発信

松田 一美（財社会保険健康事業財団保

健部長）

4) 教育機関側で準備できる卒業時の「保健師」
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の実践能力

安齋由貴子（宮城大学看護学部教授）

８ ランチョンセミナー

ランチョンセミナー 1

10月25日（水） 12：00～13：00

〔富山県民会館 304〕

〈企業における禁煙支援のすすめ〉

「企業における禁煙支援の実際と効果」

講師 田中 英夫（大阪府立病院機構大阪府立

成人病センター調査部疫学

課長）

「労働衛生管理として取り組んだ喫煙対策の効果」

講師 大和 浩（産業医科大学産業生態科学

研究所健康開発科学研究室

教授）

［提供：ファイザー株コンシューマ・ヘルスケ

ア］

ランチョンセミナー 2

10月25日（水） 12：00～13：00

〔富山国際会議場 メインホール〕

〈海洋深層水と健康〉

座長 荒谷 哲雄（富山赤十字病院，前富山県

衛生研究所環境保健部長）

「富山湾海洋深層水および濃縮水を利用した健康

増進とスキンケア」

講師 新村 哲夫（富山県衛生研究所環境保健

部副主幹研究員）

「健康分野における深層水関連商品の開発」

講師 藤井 侃（五洲薬品株式会社代表取締役

副社長）

［提供：五州薬品株］

ランチョンセミナー 3

10月26日（木） 12：00～13：00

〔富山県民会館 304〕

「全国アンケート調査から見たわが国における結

核院内感染対策の現状と問題点―クオンティフェ

ロン TB–2G の感染対策への活用―」

座長 鈴木 公典（財団法人 ちば県民保健予

防財団）

講師 飯沼 由嗣（京都大学大学院医学研究科

臨床病態検査学 助教授）

［共催：株日本ビーシージーサプライ］

［共催：株ニチレイバイオサイエンス］

ランチョンセミナー 4

10月26日（木） 12：00～13：00

〔富山県民会館 401〕

〈伝統医学による健康づくり〉

座長 黒澤 豊（富山市保健所長）

「モンゴル医学における予防保健医学について」

講師 　 力夫（中国内蒙古医学院 院長）

講師 阿 古拉（中国内蒙古医学院中蒙医学院

院長）

「伝統医学の生命観・健康観に基づく健康づくり

法の理論と実際」

講師 上馬場和夫（富山県国際伝統医学セン

ター次長）

［提供：富山大学大学院医学薬学研究部保健医

学講座］

ランチョンセミナー 5

10月26日（木） 12：00～13：00

〔富山国際会議場 メインホール〕

〈温浴を利用した健康づくり〉

座長 森山 操（湯布市健康福祉事務所健康

増進課参事）

「温浴健康地域の活動―ゆふいん方式―」

講師 森山 操（湯布市健康福祉事務所健康

増進課参事）

「住民そしてまちを元気にする水中運動」

講師 加藤千寿子（有限会社ファイン代表取締

役）

［提供：富山大学大学院医学薬学研究部保健医

学講座］
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９ 一般演題

一般演題数 1,456件

分科会 分 科 会 名 口演 示説 小計

第 1 分科会 疫学・保健医療情報 8 42 50
第 2 分科会 健康教育 16 115 131

第 3 分科会
ヘルスプロモーショ
ン，健康日本21, QOL 15 143 158

第 4 分科会
保健所，衛生行政，
健康危機管理 10 70 80

第 5 分科会 地域保健・地域医療 15 124 139
第 6 分科会 難病・障害・医療福祉 10 31 41

第 7 分科会
成人保健Ⅰ（循環器
疾患，悪性新生物） 10 46 56

第 8 分科会 成人保健Ⅱ（その他） 6 33 39
第 9 分科会 親子保健・学校保健 15 145 160
第10分科会 高齢者保健福祉・介護 14 202 216
第11分科会 精神保健福祉 12 57 69
第12分科会 口腔保健 8 16 24
第13分科会 感染症 15 98 113
第14分科会 公衆栄養 10 45 55
第15分科会 食品衛生・薬事衛生 8 9 17
第16分科会 産業保健 10 24 34

第17分科会 環境保健・生活環境
衛生 11 30 41

第18分科会 国際保健 10 23 33

合 計 203 1,253 1,456
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10 各プログラム参加人数

10月25日
会 場 プログラム 参加者概数 演 題 等

県
民
会
館

大ホール 学会長講演 1,000名 「地域の安全・安心を護る公衆衛生活動」
大ホール 招待講演 1,000名 「健康な社会―生活と仕事―」
大ホール メインシンポジウム 600名 「安全・安心な社会と公衆衛生」
大ホール フォーラム 1 300名 「健康日本21推進のために行政等の公的セクターが果たす役割」
304号室 ランチョンセミナー 1 150名 「企業における禁煙支援のすすめ」
401号室 フォーラム 2 130名 「公衆衛生専門職について」

国
際
会
議
場

メインホール ランチョンセミナー 2 150名 「海洋深層水と健康」
メインホール フォーラム 3 350名 「介護予防」
201号室 口演【第18分科会】 40名 「国際保健」
202号室 口演【第15分科会】 40名 「食品衛生・薬事衛生」
203号室 口演【第10分科会】 120名 「高齢者保健福祉・介護」
204号室 口演【第 3 分科会】 140名 「ヘルスプロモーション，健康日本21，QOL」

10月26日
会 場 プログラム 参加者概数 演 題 等

県
民
会
館

大ホール サテライトシンポジウム 1 300名 「安心で安心して暮らせるまちづくり」
大ホール サテライトシンポジウム 3 400名 「災害・事故と公衆衛生活動」
大ホール サテライトシンポジウム 5 800名 「安全・安心の保健医療―医療制度改革の目指すべき方向―」

大ホール フォーラム 4 250名 「健やか親子21の新たな展開―地域において思春期
対策をどのように進めていくのかー」

304号室 教育講演 1 240名 「格差拡大と社会問題」

304号室 教育講演 2 160名 「感染症研究の新しい枠組『振興・再興感染症研究
拠点形成プログラム』」

304号室 ランチョンセミナー 3 150名 「全国アンケート調査から見たわが国における結核
院内感染対策と現状と問題点」

304号室 教育講演 3 150名 「たばこ対策の国際的潮流と今後の展望」
304号室 教育講演 4 100名 「NPO が社会を変える―富山型デイサービスの13年―」
401号室 ランチョンセミナー 4 150名 「伝統医学による健康づくり」
401号室 奨励賞受賞者講演 150名
401号室 フォーラム 5 110名 「20世紀の公害病」

国
際
会
議
場

メインホール サテライトシンポジウム 2 100名 「住宅と健康・福祉」
メインホール ランチョンセミナー 5 150名 「温浴を利用した健康づくり」
メインホール サテライトシンポジウム 4 500名 「社会経済的環境による健康の格差」
メインホール サテライトシンポジウム 6 200名 「小児期の生活習慣と心身の成長」
メインホール フォーラム 6 250名 「様々な職場で働く『保健師』に必須な能力と教育内容の明確化」
201号室 口演【第 9 分科会】 90名 「親子保健・学校保健」
201号室 口演【第 8 分科会】 50名 「成人保健Ⅱ（その他）」
201号室 口演【第14分科会】 70名 「公衆栄養」
202号室 口演【第 5 分科会】 90名 「地域保健・地域医療」
202号室 口演【第 4 分科会】 50名 「保健所，衛生行政，健康危機管理」
202号室 口演【第17分科会】 20名 「環境保健・生活環境衛生」
203号室 口演【第11分科会】 120名 「精神保健福祉」
203号室 口演【第13分科会】 70名 「感染症」
204号室 口演【第 7 分科会】 130名 「成人保健Ⅰ（循環器疾患，悪性新生物）」
204号室 口演【第 2 分科会】 120名 「健康教育」

10月27日
会 場 プログラム 参加者概数 演 題 等

県
民
会
館

大ホール 市民公開フォーラム 700名 「子どもの安全と健康」

大ホール 特別研修プログラム 1 250名 「がん検診アセスメント・実施マネジメントの考え
方―がん対策基本法成立後の新たな展開―」

304号室 教育講演 5 120名 「ハリケーンカトリーナが教えてくれた安全持続都市」
304号室 教育講演 6 240名 「予防活動評価のための医療費分析」

国
際
会
議
場

メインホール サテライトシンポジウム 7 100名 「食の安全を足元から見直す」
メインホール 特別研修プログラム 2 150名 「迫りくる新型インフルエンザへの対応」
201号室 口演【第 1 分科会】 50名 「疫学・保健医療情報」
202号室 口演【第 6 分科会】 50名 「難病・障害・医療福祉」
203号室 口演【第12分科会】 90名 「口腔保健」
204号室 口演【第16分科会】 80名 「産業保健」

271第54巻 日本公衛誌 第 4 号平成19年 4 月15日



272

11 自由集会

集会
番号

集 会 名 会 場
参加
者数

開催日

1 歯科保健衛生行政の今後の方向性と取り組みの課題に
ついて

富山県民会館706号室 30

10月25日

2 全国衛生行政研究会セミナー～医療制度改革に向けて～ 富山県民会館702号室 50

3 日本公衆衛生看護研究会～いま手放してはならない保
健師の10項目：THE HOKENSHI として～

富山県民会館701号室 115

4 公衆衛生に国境はない 富山県民会館612号室 30
5 長期衛生統計データベースの紹介 富山県民会館508号室 20
6 自殺は予防できる 富山国際会議場201号室 50

7 Neighborhoods and Health（地域社会と健康）―米国，
南米，そして日本；国際比較の視点から―

富山国際会議場202号室 45

8 第 9 回レセプト情報の活用を考える自由集会 富山県民会館613号室 44
9 喫煙対策 富山県民会館504号室 48

10 知ろう・語ろう・考えよう！“一歩先行く”健やか親子21
第 6 回～健やか親子21中間評価を通して見えること～ 富山国際会議場203号室 36

11 医療安全における保健所の役割を考える 富山国際会議場204号室 17

12 ヘルスプロモーションを推進する会～バンコク憲章の
意義を考える～ 富山県民会館304号室 40

13 結核の集団発生の対策に関する自由集会 サンシップとやま
1F 福祉ホール 125

14 元気の出るケースメソッド（主催者の都合により中止） 富山県民会館601号室

15 新医師臨床研修「地域保健・医療」保健所研修フォー
ラム

富山商工会議所大ホール 40

16
CBPR［Community–Based Participatory Research]：
地域の人々と共に創る実践的協働研究―今米国で注目さ
れる CBPR を日本の地域保健活動にどう使えるか？―

富山商工会議所99号室 40

17 セーフコミュニティ勉強会 富山県民会館707号室 40

18 保健福祉領域での記録改善を推進する組織的マネージ
メント～自治体でのマニュアル作成に向けて～

富山県民会館705号室 20

20 国際保健領域の人材育成を考える 富山県民会館704号室 25
21 公衆衛生と危機管理 第 5 回 健康危機における疫学 富山県民会館509号室 40

22 第15回多胎児を産み育てる家庭への保健サービスのあ
り方を考える集会 富山商工会議所95・96・97号室 50

23 「住まいと健康」フォーラム―快適な入浴環境を考える 富山県民会館504号室 25

10月26日

24 都市の公衆衛生活動推進の課題―ホームレス問題を通
して考えよう―

富山県民会館704号室 30

25 健康づくりと運動 富山県民会館701号室 58
26 ジョン・スノウの会 富山県民会館509号室 27

27 効果的な介護予防事業の展開～生活機能低下予防を中
心に～ 富山県民会館705号室 25

28 感染症情報に関する集い 富山県民会館706号室 26
29 前向き子育てプログラム（トリプル P）の理論と実践 富山県民会館702号室 7

30 ハームリダクションという方法を公衆衛生活動に生か
す―摂食障害と薬物依存症を事例として― 富山県民会館707号室 12

31 GIS（地理情報システム）の公衆衛生における活用
―Health GIS の効果的活用方策を考える― 富山県民会館612号室 52

32 全国いきいき公衆衛生の会―コミュニティアプローチ
新しいパートナーとともに― 富山県民会館304号室 130

33 国立保健医療科学院を考える会～過去・現在・未来～ 富山国際会議場201号室 40
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紹介ブース（一般）

番号 ブ ー ス 名

1
2









国立保健医療科学院

3
4 東京大学大学院医学系研究科健康社会学教室

5 東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学
専攻

6 放射線影響研究所

7 三重県立看護大学

8 長野県看護大学大学院

9 埼玉県立大学

10 「健康日本21」評価の研究班

11 山梨大学大学院

12 山梨地域医療研究所

13 日本介助犬アカデミー

14 


e–ケアプロジェクト
15
16 そらプロジェクト

17 タイ王国と日本の国際協力

18 熊本学園大学

19 結核研究所

20 京都大学

21 横浜市立大学

22 地域医療振興協会

23 全国保健師教育機関協議会

24 前向き子育てプログラム

25 日本むし歯予防フッ素推進会議

紹介ブース（地方計画ブース）

番号 ブ ー ス 名

1 全国保健所長会喫煙対策情報

2 千葉県健康づくりふるさと構想

3 北海道健康増進計画

4 東京都健康増進計画

5 健康長寿ふくい

6 青森県自殺予防対策

7 富山県厚生企画

8 山形県鶴岡市

9 働き盛りの健康づくり支援

10 高岡いきいき健康プラン21
11 富山市保健所健康課

12 富山市中央保健福祉センター

企業展示コーナー

番号 企 業 名

1 株式会社 VIP グローバル

2 アイティーシー株式会社

3 株式会社いわさき

4 株式会社河野エムイー研究所

5 キョーリン製薬株式会社

6 株式会社廣貫堂

7 シミック株式会社

8 セコム医療システム株式会社

9 株式会社社会保険研究所

10 株式会社スズケン

11 大正製薬株式会社

12 株式会社ドリーム北山

13 株式会社ニホン・ミック

14 社団法人日本家族計画協会

15 株式会社日本ビーシージーサプライ

16 日本光電工業株式会社

17 ファイザー株式会社

18 ブジ・ラスピロニクス株式会社

19 株式会社フットホット

20 株式会社保健同人者

21 明治薬品株式会社

22 株式会社メルシー

ドリンク提供企業展示

番号 企 業 名

1 五州薬品株式会社

2 富山ヤクルト販売株式会社

3 株式会社トンボ飲料

4 北陸コカ・コーラボトリング株式会社富山支店

5 明治乳業株式会社北陸支店

6 ユーシーシーフーヅ株式会社
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今回の総会では，紹介ブース34団体，企業展示コーナーに22団体の出展があった。また，ドリンク無

料提供コーナーもあり，多数の来場者を得て大変盛況であった。
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第65回日本公衆衛生学会総会関連・付随行事の日程

行 事 名
日 程

会 場
月 日 時 間

【関連行事】

日本公衆衛生学会理事会 10月24日(火) 10:00～12:00 富山県民会館302
日本公衆衛生学会評議員会 10月24日(火) 13:00～14:30 富山県民会館401
日本公衆衛生学会雑誌拡大編集委員会 10月25日(水) 12:00～13:00 富山県民会館401
自由集会 10月25日(水)

自由集会 10月26日(木)
17:30～19:30 富山県民会館・富山国際会議場・富山商工会

議所・富山総合福祉会館サンシップとやま

【付随行事】

衛生学公衆衛生学教育協議会 10月24日(火) 15:00～18:00 富山県民会館401

全国衛生部長会

世話人会 10月24日(火) 11:00～13:00
総会 10月24日(火) 13:00～16:55 富山全日空ホテル

情報交換会 10月24日(火) 17:30～19:30

全国政令市衛生部局長会

総会 10月23日(月) 14:00～16:00 富山全日空ホテル「鳳の間」

全国保健所長会

総会 10月24日(火) 10:00～12:25
研究事業報告 10月24日(火) 13:25～14:05 名鉄トヤマホテル「瑞雲の間」

会員協議 10月24日(火) 14:10～17:10
意見交換会 10月24日(火) 17:30～19:00 名鉄トヤマホテル「薫風の間」

全国保健所長政令市部会

総会 10月23日(月) 10:00～12:00 富山全日空ホテル「鳳の間」

地方衛生研究所全国協議会

理事会 10月24日(火) 10:00～12:00
総会 10月24日(火) 14:00～17:00 富山全日空ホテル

情報交換会 10月24日(火) 17:30～19:30

全国精神保健福祉センター長会，
同研究協議会

理事会 10月23日(月) 11:00～12:00 富山県民会館501
センター長会議 10月23日(月) 13:00～14:45 富山県民会館302
研究協議会 10月23日(月) 14:55～17:00 富山県民会館304
情報交換会 10月23日(月) 18:00～19:30 富山県民会館 8F キャッスル

研究協議会 10月23日(月) 8:50～16:00 富山県民会館304

全国保健統計協議会

役員会 10月24日(火) 11:30～12:30 富山第一ホテル「春日」

総会 10月24日(火) 13:30～16:00 富山第一ホテル「天平」

全国保健師教育機関協議会

理事会 10月23日(月) 15:00～18:00 高志会館

施設管理者部会 10月24日(火) 10:00～11:30
教育担当者部会 10月24日(火) 10:00～11:30
特別講演 10月24日(火) 13:00～14:00
総会 10月24日(火) 14:30～17:00 高志会館

情報交換会 10月24日(火) 17:30～19:30
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第65回日本公衆衛生学会総会収支決算書

【収 入】 （単位：円）

科 目 決算額 主 な 内 訳

1 負担金等収入 12,970,000
都道府県市分担金 5,270,000 46都道府県，15政令市（定額)

公衆衛生学会負担金 3,000,000 日本公衆衛生学会負担金（定額)

開催地負担金 4,500,000 富山県3,000千円 富山市1,5000千円

前年度開催地繰越金 200,000 前年度開催県（北海道）負担金（定額)

2 抄録集売上収入 21,329,000
14,228,500 抄録集予約売上＠6,500円×2,189部

667,500 同送料 ＠ 500円×1,335部
6,433,000 抄録集当日売上＠7,000円×919部

3 演題申込金収入 4,377,000 演題申込金収入＠3,000円×1,459件＝4,377,000
4 諸収入 10,186,784

助成金収入 2,839,000 助成金…2 件

寄付金収入 495,000 寄付金…5 件

広 告 収 入 1,759,000 広 告…28件
ブース展示収入 4,462,500 企業展示＠157.5千円×28件＋52,500円

520,000 一般展示＠20千円×26件
雑 収 入 111,284 雑収入（預金利子・物産販売手数料等)

合 計 48,862,784

【支 出】 （単位：円）

科 目 決算額 主 な 内 訳

1 準 備 金 28,257,821
共 済 費 0
賃 金 681,900 臨時職員雇用（5 月～10月）行政・大学

旅 費 315,440 事前打ち合わせ等

需 用 費 753,724 事務用品，印刷費，食料費等

役 務 費 285,546 通信運搬費

使用料及び賃借料 51,350 実行委員会・部会開催費

委 託 料 26,169,861 学会総会運営業務委託，抄録の作成

備品整備費 0
2 総会運営費 18,011,561

報 償 費 2,710,445 講師・座長等謝礼金

旅 費 2,153,265 座長・シンポジスト等旅費

需 用 費 868,023 バッグ・会場消耗品

役 務 費 51,181 郵送料・振込手数料

使用料及び賃借料 12,167,932 会場借上げ料，施設機材等

委 託 料 60,715 臨時託児所

3 事後処理費 2,393,402
共 済 費 0
賃 金 626,010 臨時職員雇用費（11月～3 月）行政・大学

旅 費 318,080 事務引継等

需 用 費 1,022,772 報告書印刷他

役 務 費 107,100 郵送料・振込手数料

使用料及び賃借料 19,440 会場借上料等

負担金補助 300,000 第35回北陸公衆衛生学会開催県補助

4 次回開催地繰越金 200,000 愛媛県

5 予 備 費 0
合 計 48,862,784
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第65回日本公衆衛生学会総会参加者における喫煙状況

男 性

合 計 非喫煙 前喫煙 現在喫煙 不 明

n n（％) n（％) n（％) n（％)

20 歳 代 39 31（79.5) 3 （7.7) 5（12.8) ― （―)

30 歳 代 94 67（71.3) 13（13.8) 13（13.8) 1 （1.1)
40 歳 代 171 129（75.4) 37（21.6) 4 （2.3) 1 （0.6)
50 歳 代 171 85（49.7) 75（43.9) 10 （5.8) 1 （0.6)
60 歳 代 50 22（44.0) 23（46.0) 2 （4.0) 3 （6.0)
70歳以上 20 12（60.0) 7（35.0) 1 （5.0) ― （―)

不 明 4 2（50.0) 2（50.0) ― （―) ― （―)

合 計 549 348（63.4) 160（29.1) 35 （6.4) 6 （1.1)

女 性

合 計 非喫煙 前喫煙 現在喫煙 不 明

n n（％) n（％) n（％) n（％)

20 歳 代 168 155（92.3) 9 （5.4) 2 （1.2) 2 （1.2)
30 歳 代 177 163（92.1) 8 （4.5) 2 （1.1) 4 （2.3)
40 歳 代 210 206（98.1) 3 （1.4) ― （―) 1 （0.5)
50 歳 代 115 108（93.9) 7 （6.1) ― （―) ― （―)

60 歳 代 20 17（85.0) 3（15.0) ― （―) ― （―)

70歳以上 3 3（100.0) ― （―) ― （―) ― （―)

不 明 3 3（100.0) ― （―) ― （―) ― （―)

合 計 696 655（94.1) 30 （4.3) 4 （0.6) 7 （1.0)
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